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幼生の分布の違いは，幼生の光に対する行動
（走光性）に起因したと考えられそうです。
アルテミア等生物餌料の給餌密度はカニ類幼
生の生残および発育に影響を及ぼすことが知
られているため，幼生の発育が遅延した理由
は，アルテミアに対する視認性が低下すると
ともに，幼生とアルテミアの分布の不一致
が，幼生の摂餌効率を低下させたためと推察
されました。
幼生の生残率が黒色水槽より透明水槽が高
かったのは，幼生の発育段階の大きな相違に
起因するものと考えられました。カニ類幼生
の飼育では先に脱皮したメガロパがゾエアや
脱皮直後のメガロパを捕食する共食いが発生
しますが，透明水槽では発育の遅延によりメ
ガロパが少なく共食いの発生が少なかったた
めに生残率が高くなったと考えられました。
このようにケガニ幼生の飼育では，水槽内の
光環境は重要な要素のようです。そこで，ケ
ガニにとって好適な光環境を明らかにするた
めに，ケガニ幼生の光に対する反応である走
光性を調査しました。
ケガニ幼生の光に対する反応は？
光を構成する要素として量と色である波長
があります。ケガニ幼生を水平の浅い容器に
静置して，照射している光に対して近づく場
合を「正の」，光から遠ざかる場合を「負
の」反応を示すと判定する実験を行いまし
た。実験では複数の光量および波長を設定し
て走光性を調査しました。０µmol m－2 s－1の
暗黒条件の下において，実験容器の中に入れ
たケガニ幼生は静止していました。光量別の
正の反応率は，すべての光量においてZ1か
らZ3～4にかけて低下し，Z5でやや増加して
稚ガニでは高い値を示し，その一方で負の反
応率はZ1からZ3～4にかけて高くなり，Z5と
MGでは低下して，稚ガニでは検出されませ
んでした。波長に対する反応は，Z1では正
の反応が強いのですが，Z2～MGでは負の反
応を示し，波長別にみると600～620 nm以上
の長波長において特に負の反応が高くなる傾
向を示しました。
これらの結果は，ふ化した直後のゾエアは
光に対して正の反応，すなわち正の走光性を
示し，成長に伴い正の走光性が消えて，負の
走光性が強く発現することを示します。他の
甲殻類幼生では正の走光性を示す波長でもケ
ガニ幼生は負の反応を示すことから，ケガニ
の光に対する反応は特異的といえます。
さらに，重力に対する走性（走地性）およ
び幼生の体密度を調べたところ，ケガニ幼生
はふ化直後以外では正の走地性が発現し，体
密度は，大きく変動することはなく，ゾエア
幼生の期間は1.080 g cm－3前後で推移しまし
た。ケガニ幼生の体密度は通常の海水比重よ
りも大きく，遊泳しなければ沈むことが明ら
かになりました。
今後の展望と展開
このような生物特性を有するケガニ幼生を
水槽で飼育すれば，沈下・蝟集するのは自明
の理であるように思われ，ケガニ幼生の飼育
方法は幼生が自発的に遊泳する環境をその生
物特性に基づいて整えることが最良と考えら
れます。例えば各齢期に共通して強い負の反
応を示した長波長の光を水槽の下側から全体
に照射する，あるいは幼生を光刺激のない24
時間暗期の下で飼育することも考えられま
す。さらに幼生の遊泳の補助を目的に幼生が
沈下・蝟集しにくい飼育水の灌流方法につい
ても考えてみる必要があるでしょう。
水界生物の生産技術は，対象種を最上位の
捕食者とする疑似生態系を水槽内に構築する
ことでもあり，生産技術開発の過程で得られ
る対象種の情報は，天然の海では知ることが
できないものです。ケガニの生産技術確立に
は今暫くの時間が必要ですが，技術開発の過
程で得られる知見は本種の生態の推定など多
方面で利用されることが期待できます。
